
農学研究科 博士前期課程 農業工学専攻  

施設工学特論Ⅱ（２単位） 

 担当者氏名 竹内康・岡澤宏 

◆学習・教育目標 

 

農業土木施設及び施設の建設と環境の関わりについて講義する．さらに，農業土木施設の設計に必要な各

種解析法について講義を行う。この講義では，農業土木施設の果たす役割と意義を理解した広い視野を持っ

た専門技術者を育成することを目的としている。 

◆取り扱う領域（キーワードで記載） 

  水利施設        水利用        道路工学        地盤工学      

  熱力学                                         

◆授業の進行等について 

 

 テーマ 内 容 
授業のねらいまたは準備し

ておく事項 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

持続的社会構築のため

の水利用と水利施設が

果たす役割 

(1～7 週) 

 

 

 

 

熱伝導方程式に基づい

た土木材料における非

定常熱伝導解析 

（6週〜15 週） 

国内と国外の水利用の現状（1〜2週），水利施設

の果たす役割（３週），水利施設の設計に必要な

水文解析手法（4〜7週）について講義する。 

 

 

 

 

 

偏微分方程式の差分化（6〜8 週）およびマトリ

ックスの解法（9〜12 週）を学んだ後に，コンク

リートおよび地盤材料を対象とした非定常熱伝

導解析を実施（13〜15 週）する。 

限られた資源である水をテ

ーマに，農業的な利用法と，

付随して水路等の水利施設

が果たす役割を講義した

後，水資源の開発に必要な

水文解析手法を身につける

ことが授業のねらいであ

る。 

土木構造物内を移動する熱

流体を解析することで，数

学的なセンスを養うととも

に，数式化された様々な自

然現象をイメージできる能

力を涵養することが授業の

ねらいである。 

◆教科書及び資料（授業前に読んでおくべき本・資料） 

 書名／著者／発行所（発行年） 

 必要に応じて指定する 

◆授業をより良く理解するために便利な参考書・資料等 

 書名／著者／発行所（発行年） 

 必要に応じて指定する 

◆評価の方法（レポート・小テスト・試験・課題等のウェイト） 

 レポート 50％，演習課題 50％ 

◆その他受講上の注意事項 

  

 


